	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第５章 p.109-120


１．次の文章を読んで，（１）～（４）の各問いに答えなさい。
　人間がコンピュータに問題を解かせるためには，Ａ問題を解くための処理手順を考えなければいけない。それをJavaScriptやVisualBasicなどの（ ① ）を用いて記述する必要がある。JavaScriptは（ ② ）で表示するWebページでよく利用されている。JavaScriptの命令はHTMLの<（ ③ ）>～</（③）>の間に記述する。

たとえば，document.write(128-050);と記述した場合は画面に（ ④ ）と表示され，document.write("128-050");と記述した場合は画面に（ ⑤ ）と表示される。

また変数を利用すると，（ ⑥ ）の領域に数字や文字などの値を格納することができる。コンピュータはＢデータを変数に代入して操作を行うが，データの個数が多い場合は単なる変数ではなくＣ配列を使うと扱いが簡単になる。
（１）①～⑥に適する語句を答えなさい。（２点×６）

（２）下線部Ａを何というか答えなさい。（２点×１）
（３）下線部Ｂについて以下の問に答えなさい。（２点×２）
ア）変数aの値を変数bで割った余りを，変数cの中に代入する命令を答えなさい。

イ）変数aの値を10増やす命令を答えなさい。
（４）下線部Ｃの理由を，「配列要素」「番号」の語句を使って説明しなさい。（４点×１）
２．次の文章を読んで，（１）～（３）の各問いに答えなさい。
　四つの数字の並べ替えを次の６回の手順で行い，１番目から順に小さい順（昇順）で並び替える作業を行った。
１番目と２番目の数字を比較し，１番目の数字が大きかったら２番目と交換

（ ① ）番目と（ ② ）番目の数字を比較し，（①）番目の数字が大きかったら（②）番目と交換

（ ③ ）番目と（ ④ ）番目の数字を比較し，（③）番目の数字が大きかったら（④）番目と交換

（ ⑤ ）番目と（ ⑥ ）番目の数字を比較し，（⑤）番目の数字が大きかったら（⑥）番目と交換

（ ⑦ ）番目と（ ⑧ ）番目の数字を比較し，（⑦）番目の数字が大きかったら（⑧）番目と交換

（ ⑨ ）番目と（ ⑩ ）番目の数字を比較し，（⑨）番目の数字が大きかったら（⑩）番目と交換

（１）①～⑩に適する数字を答えなさい。（２点×10）
（２）変数の値を入れ替える際に，一時的に別の変数を利用することになるが，その理由を答えなさい。（４点×１）
（３）下線部の処理をJavaScriptで記述した。ア～エを埋めて完成させなさい。（２点×４）
　　s = new Array(78,43,95,27);
　//並べ替える四つの数字

　　tmp = 0;　　　　　　　　　　　//入れ替えに使用する変数

　　if(　　　ア　　　){

　　　　　　　イ　　　;

　　　　　　　ウ　　　;

　　　　　　　エ　　　;

　　}

３．次の文章を読んで，（１）～（６）の各問いに答えなさい。
　必要な硬貨の枚数を計算する処理についてJavaScriptを用いて次のように作成した。なお，各行の先頭に書かれている番号は行番号であり，処理の実行に影響はない。
1　　kouka = new Array(　　　ア　　　);　//6種類の硬貨の金額を保持する配列
2　　mai = new Array(　　　イ　　　);　　//それぞれの必要枚数を保持する配列
3　　amt = parseInt(prompt("金額を入力"));

4　　document.write(amt,"円<br>");

5　　for( i = 　　　ウ　　　 ; i < 　　　エ　　　 ; 　　　オ　　　 ){

6　　　　mai[i] = ( 　　　カ　　　 ) / kouka[i];

7　　　　amt = 　　　キ　　　 ;
8　　　　document.write(kouka[i],"円玉の必要枚数は",mai[i],"枚<br>");

9　　}
たとえば，処理を実行して753と金額を入力した場合，次のように表示される。

　　753円

　　500円玉の必要枚数は1枚

　　100円玉の必要枚数は2枚

　　50円玉の必要枚数は1枚

　　10円玉の必要枚数は0枚

　　5円玉の必要枚数は0枚

　　1円玉の必要枚数は3枚

（１）ア～オに適する処理を答えなさい。（２点×５）
（２）空欄カの部分にamtを当てはめた。このとき，753と入力した場合の500円玉の必要枚数は何枚と計算されるか答えなさい。（２点×１）
（３）（２）の結果を適切なものにするために，割り算について考えた。「割る数」「割られる数」「余り」の三つの語句を使用して「商=」に続く等式を完成させなさい。（２点×１）
（４）（３）の結果を踏まえ，空欄カに適する処理を答えなさい。（４点×１）
（５）空欄キに適する処理を答えなさい。なお，この部分には残りの硬貨で支払う残額が計算される。（２点×１）
（６）硬貨の必要枚数が0枚のときには，「？円玉の必要枚数は0枚」と表示されないように処理を変更したい。そのため，ある行の前後に処理を記述するが，修正する方法として，以下の①～③に入る言葉を答えなさい。（２点×３）
　
①行目の前に②を記述し，①行目の後ろに③を記述する。
４．次の文章を読んで，（１）～（６）の各問いに答えなさい。
　３桁の数当てゲームを，JavaScriptを使って作成した。今後修正することも考え，処理内容をわかりやすくするためにコメントを記入することにした。なお，各行の先頭に書かれている番号は行番号であり，処理の実行に影響はない。
1 　document.write("数当てゲーム<br>");

2 　a = new Array(0,0,0);　　//問題となる三つの数を保存する配列
3 　//異なる三つの数値になるまで，乱数を使って数値を生成
4 　while(a[0]==a[1]||a[1]==a[2]||a[2]==a[0]){
5 　　　for(i=0;i<3;i++){

6 　　　　　a[i]=Math.floor(Math.random() * 10);　//0～9の数値を生成
7 　　　}

8 　}

9 　b = new Array(0,0,0);　//ユーザの入力した解答を保存する配列
10　c=0;
11　//三つの数字がすべて正解するまで繰り返す
12　while(c!=3){

13　　　b[0]=parseInt(prompt("一つめの数字"));

14　　　b[1]=parseInt(prompt("二つめの数字"));

15　　　b[2]=parseInt(prompt("三つめの数字"));

16　　　//　　　　　ア　　　　　
17　　　c=0;

18　　　for(i=0;i<3;i++){

19　　　　　if(a[i]==b[i]){

20　　　　　　　c++;

21　　　　　}

22　　　}

23　　　//　　　　　イ　　　　　
24　　　d=0;

25　　　for(i=0;i<3;i++){

26　　　　　for(j=0;j<3;j++){

27　　　　　　　if(a[i]==b[j]){

28　　　　　　　　　d++;

29　　　　　　　}

30　　　　　}

31　　　}
32　　　//　　　　　ウ　　　　　
33　　　d=d-c;
34　　　//入力した三つの数字と，正答状況を表示する
35　　　document.write(b[0]," ",b[1]," ",b[2]," > ",c," Cの数,",d," Dの数<br>");

36　}
（１）17～22行目の結果，変数cに保存されるのはどのような値か答えなさい。（２点×１）
（２）17～22行目に書かれている処理内容をあらわすコメントを空欄アの中に記入しなさい。（４点×１）
（３）24～31行目の結果，変数dに保存されるのはどのような値か答えなさい。（２点×１）
（４）24～31行目に書かれている処理内容をあらわすコメントを空欄イの中に記入しなさい。（４点×１）
（５）33行目に書かれている処理内容をあらわすコメントを空欄ウの中に記入しなさい。（４点×１）
（６）この数当てゲームは不十分な点がいくつかある。不十分な点を二つ指摘しなさい。（２点×２）
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	a = b;のように実行すると，変数aの値は変数bの値に上書きされて消えてしまうため，変数aの値を一時的に別の変数に退避しなければならないため。
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	（４）
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	（５）
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	正解するまで答え続けなければいけない。
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